国際決済銀行の過去と現在 by 矢後 和彦
はじめに――国際決済銀行 (BIS) とは――
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第一次大戦中の１９１３年には，オツウォルト (Guillaume Otswald) が国際的な金取
引の単位「グラモール」(grammor) を提唱し，１９１４年には，各国の貴金属準備
を主要な金融センターに集積させる提案がベッグ (Faithfull Begg) によって出さ
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れている。１９２２年には，イングランド銀行総裁ノーマン (Montagu Norman) が中
央銀行の国際会議を招集することを論じており，１９２７年には「欧州中央銀行
協会」（フランス語の協会名 Association des Banques Centrales de l’Europe の頭文字を取
って A.B.C.D.E. と呼ばれた）の設立を，当時フランス銀行経済研究所長だったケ
ネー (Pierre Quesnay) と，イングランド銀行にいたシープマン (Harry Siepmann)
が提起している。とくに最後の「欧州中央銀行協会」の提案は，その３年後に
開業する BIS の制度設計にきわめて近いものであり，提案者のケネーは BIS
の初代総支配人になる人物でもある。これらの構想・提案は，国際連盟の設立
とならんで，大戦終結後にあらわれた理想主義を色濃く反映していた。
















































が，２００３年に IMF 特別引出権 (Special Drawing Rights=SDR) に変更され現在に至
っている。SDR に計算単位が変更された際に BIS の総支配人を務めていたク































する条約」(Convention respecting the Bank for International Settlements) と「国際決済
















































事国になり，２００６年には中国，メキシコ，欧州中央銀行 (European Central Bank)
が，それぞれ選任理事国（機関）に加わっている。
最後に BIS の執行機関である。BIS の創設当初は，執行機関は三局体制，
すなわり総務局 (Secretary General)，営業局 (Banking Department)，中央銀行局
(Central Banking Department) の三つの局からなっていた。総務局は執行部の事務
全般を担当し，営業局は賠償支払いなどヤング案の執行にかかわる業務をおこ
なう。中央銀行局は１９３２年から通貨・金融の全般について政策提言・理論活













































































































































































































































































































機に設立された欧州経済協力機構（Organization for European Economic Cooperation，
以下 OEEC）のすべての加盟国が参加した。この協定の業務を引き受けること
になったのが，これまた BIS である。

















































































































































貨委員会 (Monetary Commission) が設置された。１９６４年には，EEC 加盟の中央
銀行総裁だけが BIS でひらかれる定例の中央銀行総裁会議の際に，別途に非
公式の会合をひらく，という慣行がはじまった。つづいて，それまでマーシャ











さて WP3という OECD の一部会へのオブザーバー参加，そして G10とい
う条約にもとづかないフォーラムへの非公式参加を果たした BIS であった
が，１９６４年６月にはこれらの関係をさらに発展させる機会が訪れた。BIS が
IMF そして日本と同時に OECD に加盟を許されたのである。OECD・WP3と
G10のメンバーシップを同一にする方針は米財務長官ローザ (Robert Roosa) の
示唆を受けた仏財務相ボーンガルトネル (Wilfrid Baumgartner) の発案であったと
いわれる。ちなみに OECD に日本が加盟するに際しては，当時の WP3座長の



















（Basel Committee on Banking Supervision，以下「バーゼル委員会」と略）である。バ



























裁会議では，イングランド銀行総裁のリチャードソン (Gordon Richardson) が議
















ら選任――，議論の「出発点」(starting point) として BIS のレポートを用いるこ
とも合意された。とくに強調されたのが「早期警告システム」(early warning
system) の設計であり，この主題には「特段の注意」を払うことが要請された。










































































































































あるが，その理論的支柱は BIS 金融経済局にあった。ホワイト (William White)
































ロ・カレンシー市場への対応をめぐって BIS 事務局は G10に機先を制せられ，
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